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［特集］

静粛超音速機技術の研究開発

ソニックブーム
計測試験に成功 !
［研究現場から］
その1
航空機の脱化石燃料化を目指して
その2
ジェット機の騒音計測試験



ソニックブーム
計測試験に成功 !

ソニックブーム低減技術実証に必要な
ABBAシステム

衝撃波

超音速機

飛行方向

ソニックブーム到達地点



機体は JAS39 Gripen。茶色の家屋は計測に用いた「ブームハウス」

ソニックブーム波形

ソニックブームをとらえる



どれだけ低減すれば良いのか

空中ソニックブーム計測システム

▲CFD解析による機体の性能評価

風洞試験による設計検証▼



実験隊、スウェーデンに行く



航空機の脱化石燃料化を目指して
―航空機用電動モータシステムの研究開発

航空機電動化の意義と可能性

航空機に適した電動モータの方式とは

電動モータの長所を活かす

図2　ブラシレスDCモータの概念図図1　モータ方式の選定
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図 3　20kW級電動モータとプロペラ

図4　20kW級電動モータの性能

未来型機体技術セクション
（左より）清水隆雄、小林　宙、西沢　啓、箱島秀昭
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ジェット機の騒音計測試験
　

飛行する旅客機の騒音源を調べる技術を確立するた
めに

放射状にマイクを設置してエンジン騒音の広がりを
計測

図 1　とかち帯広空港における地上エンジン騒音計測試験 図 2　大樹町航空公園における飛行騒音計測試験



飛行中のエンジン騒音と機体騒音を計測

図 5　着陸進入時の形態による騒音スペクトルの変化

試験を実施したメンバー
（JAXA、ダイヤモンドエアサービス）

図3　エンジンの運転条件によるエンジン騒音の指向性の変化

図 4　滑走路上の飛行経路（離陸上昇模擬の場合）と機器の
　　　設置位置
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Interview
夢を飛ばす人々

Vol.15

静かなヘリコプタ
実現のカギはブレードにあり
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『航 空 プ ロ グ ラ ム ニ ュ ー ス』

  2010年度「調布航空宇宙センター一般公開」開催のお知らせ

　調布航空宇宙センターでは年に１回事業所を公開し、研究活動や設備などを紹
介しています。今年は4月18日（日）が一般公開日となります。
　今年の初公開展示の中でも注目なのが、実物のYS-11コックピットです（第１会
場）。第2会場では、乱気流検知システムのほか、ソニックブームを体験できる
シミュレータもあります。研究者から直接説明が聞けるこの日、普段から疑問に
思っていることを質問してみてください。参加申し込みは不要。当日は、第1会
場と第2会場を結ぶ連絡バスを定期的に運行します。
〔日時〕2010年 4月18日（日）
　　　　10：00～ 16：00
〔場所〕第1会場 調布航空宇宙セ

ンター（調布市深大寺東町
7-44-1）／第2会場 調布航
空宇宙センター飛行場分室
（三鷹市大沢6-13-1）

〔お問合せ〕広報 Tel.0422-40-3960

  米ボーイングと乱気流検知システムに関する
  共同研究契約を締結

　JAXAとボーイングは2010年 2月 3日、乱気流検知システム「航空機搭載型ドッ
プラーライダー」に関する共同研究契約を締結しました。
　航空機事故のおよそ半数は乱気流が関連しており、安全運航を脅かす重大な問
題となっています。現在旅客機に搭載が義務付けられている気象レーダーでは遠
くの雨雲を検知することで雲中に発生す
る乱気流を避けられることがありますが、
晴れた状態で突如発生する晴天乱気流は
検知できませんでした。JAXAが開発中
のドップラーライダーは、レーザー光を
大気中に照射して航空機前方に発生する
晴天乱気流等を検知することができる装
置です。
　今後ボーイングと協力関係を構築し、
世界初の実用化を目指してさらに研究開
発を進めて行きます。

締結式の様子
左：石川隆司理事、右：マット・ガンツ バイ
スプレジデント兼ゼネラルマネージャー

ソニックブームシミュレータ


